　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２０年４月１０日
東京都ハンドボール協会
トップレフェリー　殿
                                                    東京都ハンドボール協会
審判委員会委員長　浜田浩和
「平成２０年度東京都トップレフェリー講習会」について
　春暖の候、皆さまにおかれましてはますますご清栄のこととお喜び申し上げます。
いつも当委員会の活動に、ご理解いただきまして誠にありがとうございます。　
  下記の通り、トップレフェリー講習会を開催いたしますので、ペアーで参加いただくようお願いいたします。
   なお、今講習会の指導・助言者に（財）日本ハンドボール協会審判部長の島田房二氏、同国際審判委員会委員長の後藤登氏を招き、関東学連福地賢介理事長のご厚意により開催することになりました。
記
日　　時  ：　平成２０年５月６日（火）
場　　所　：　日本大学八幡山体育館
内　　容  ：　「平成２０年度審判員の課題」についての実践
１．防御側プレーヤーの権利の保障
　　　　　　　　２．アドバンテージ・ルールの遵守
　　　　　　　　３．レフェリーの動きと位置取り

　　　　　　　「平成２０年度審判員の研究課題」についての取組

1． 攻撃側プレーヤーに対する判定

（チャージング・オーバーステップ等）

2． パッシブプレーの予告合図を出すタイミングとパッシブプレーとして違反を判定するタイミングについて

3． 許される行為と許されない行為の判定について

（競技規則第８条の運用）
講　　師　　：　（財）日本ハンドボール協会審判部

　　　　　　　　　　　審判部長　　島田　房二　氏

　　　　　　　　（財）日本ハンドボール協会審判部国際審判委員会

　　　　　　　　　　　委員長　　　後藤　登　　氏
